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九
九

白
隠
の
仮
名
法
語
に

つ
い
て

荒

川

元

暉

一

白
隠

と
仮
名

法

語

お
よ
そ
仮
名
法
語
は
、
漢
文
語
録
で
は
な
く

一
般
在
家
の
人
々
に
読

み
や
す
く
、
ま
た
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
仮
名
書
き
に
よ
り
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
通
俗
的
で
あ
り
、
親
し
み
や
す
い
読
み
も

の
で
あ
る
が
、
あ
え
て
面
白
く
、
お
か
し
く
し
よ
う
と
し
て
低
俗
的
だ

と
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
白
隠
の
仮
名
法
語
は
、
漢
文
語
録
の
ま

っ
た
く
難
解
な
の
と
は
こ
と
な
る
が
、
な
か
な
か
に
難
し
い
内
容

の
も

の
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
に
世

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も

の
を
分
類
す

る
と
次
の
六
種
類
と
な
る
。

ω

自
ら
の
体
験
を
も
と
に
自
伝
と
か
手
紙
に
よ
り
禅
の
教
え
を
具

体
的

に
説
い
た
も
の
。
壁
生
草
、
於
仁
阿
佐
美
、
藪
柑
子
、
辺
鄙

以
知
吾

②

内
観
の
秘
法
な
ど
健
康
法
を
説
き
、
人
間

の
生
き
方
を
説
い
た

も
の
。
遠
羅
天
釜
、
夜
船
閑
話
、
さ
し
も
草
、
病
中

の
公
案

③

一
般
庶
民
に
禅
の
公
案
を
わ
か
り
や
す
く
、
面
白
く
説
い
た
も

の
。
安
心
法
興
利
多
多
記
、
お
た
ふ
く
女
郎
粉
引
き
歌
、
主
心
お

婆
婆
粉
引
き
歌
、
見
性
成
仏
丸
方
書

ω

和
讃
な
ど
歌
謡
に
よ
り
ひ
ろ
く
仏
教

の
教
え
を
説
い
た
も
の
。

坐
禅
和
讃
、
施
行
歌
、
大
道
ち
よ
ぼ
く
れ
、
草
取
り
歌
、
善
悪
種

蒔
和
讃
、
孝
道
和
讃
、
子
守
歌

⑤

談
議
調
で
欠
間
の
生
き
方
を
説
い
た
も
の
。
仮
名
葎
、
寝
惚
け

の
目
覚
、
福
来
進
女
、
仮
名
因
緑
法
語

⑥

観
音
信
仰
を
す
す
め
た
も
の
。
八
重
葎
、
仮
名
葎

二

仮
名

法

語

の
著

作

年
代

白
隠
が
仮
名
法
語
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
か
な
り
の
分
量

に
の
ぼ
り
、
多
く
は
七
十
才
か
ら
晩
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
多
分
に
布
教
的
な
も
の
が
多
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
白
隠
六
十
才
以
後
は
、
大
衆
接
化

の
時
代
で
あ

っ
た
。
こ
こ

で
、
お
よ
そ
仮
名
法
語
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
著

作
名
な
ら
び
に
出
版
年
を
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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二
〇
〇

ω
布
鼓
、
再
朝
布
鼓

正
徳
4
年

30
才

②
察
女
に
与
う
る
書

元
文
2
年
53
才

③
壁
訴
訟

寛
延
元
年

64
才

ω
遠
羅
天
釜
及

び
続
集

上
巻

寛
延
元
年

64
才
、
中
巻
、
下
巻

延
亨
四
年

63
歳

⑤
寝
惚
け
の
目
覚

寛
延
二
年

65
才

⑥
宝
鏡
窟
之
記

寛
延
三
年

66
才

㎝
於
仁
阿
佐
美

宝
暦
元
年

67
才

⑧
藪
柑

子

宝
暦
三
年

69
才

⑨
辺
鄙
以
知
吾

宝
暦
四
年

70
才

α①

某
居
士
に
与
う

宝
暦
四
年

70
才

⑪
夜
船
閑
話
下
巻

宝
暦
五

年

71
才

⑫
福
来
進
女

宝
暦
七
年

73
才

03
夜
船
閑
話
上
巻

宝
暦
七
年

73
才

㈲
八
重
葎

巻
の
一

高
塚
四
娘
孝
記
巻
の
二

延
命
十
句
観
音
経
霊
験
記

宝
暦
九
年

75
才

㈲
藻
塩
集
、
四
智

辮

宝
暦
九
年

75
才

㈹
さ
し
も
草

宝
暦
十
年

76
才

㈲
仮

名
葎

巻
の
一

新
談
議

巻
の
二

辻
談
議

宝
暦
十
二
年

77

才

⑱
安
心
法
興
利
多
多
記

明
和
元
年

80
才

⑲
壁
生
草

明

和
二
年

81
才

⑦①
仮
名
因
縁
法
語

晩
年

②D
兎
専
使
稿

晩
年

⑳
主
心
お
婆
婆
粉
引
き
歌

晩
年

㈱
お
た
ふ
く
女
郎

粉
引
き
歌

晩
年

⑳
坐
禅
和
讃

晩
年

㈲
施
行
歌

晩
年

⑳
大
道
ち
よ
ぼ

く
れ

晩
年

⑳
草
取
り
歌

晩
年

⑱
善
悪
種
蒔
和
讃

晩
年

㈱
孝
道
和
讃

晩
年

G①
御
代
の
腹
鼓

晩
年

GD
見
性
成
仏
丸
方

書

晩
年

62
病
中
の
公
案

晩
年

⑬
子
守
歌

6の
御
酒
落
御
前

物
語

65
讃
語

三

『
辻
談

議
』

と
仮

名

法
語

『
辻
談
議
』
は
、
白
隠
慧
鶴

(以
下
、
「白
隠
」
と
い
う
。)
の
執
筆

し

た
仮
名
法
語
の

一
つ
で
あ
る
。
白
隠
は
、

一
般
の
庶
民
に
対
し
禅
の
教

え
を
わ
か
り
や
す
く
、
し
か
も
面
白
く
広
く
大
衆
向
け
に
説
く
た
め
に

多
く
の
仮
名
法
語
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
晩
年
に
な

っ
て
か
ら

書
か
れ
た
も
の
が
多
く
、
七
十
才
以
降
に
書

か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
容
た
る
や
、
漢
文
で
書
か
れ
た
語
録
と
異
な
り
和
文

体
で
あ
る
以
上
、
表
現
は
通
俗
的
で
あ

っ
て
も
、
禅
の
真
髄
を
説
い
た

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
必
ず
し
も
平
易
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
ず
、
か

な
り
難
解
な
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
禅
の
理
解
は
、
中
国
的
な
伝
統

性
か
ら
基
本
的
な
も
の
は
、
漢
文
調
で
あ
り
、
言
葉
の
上
で

一
般
の
人

た
ち
に
は
理
解
出
来
な
い
人
が
多
い
と
こ
ろ

か
ら
、
江
戸
時
代
に
お
い

て
は
、
仮
名
法
語
に
よ
る
著
述
が
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ

は
じ

め
て
き

た
。
自
隠
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
的
な
背
景

の
も
と
流
行
に
乗

っ
た
布

教
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
江
戸
の
下
町
の
話
し
言
葉

も
多
く
見
ら
れ
る
。
白
隠
の
仮
名
法
語
の
場
合
は
、
言
葉
は
俗
で
あ

っ

て
も
内
容
的
に
は
俗
を
離
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
言
葉
は
卑
俗
で
あ

り
大
衆
的
で
あ

っ
て
も
、
通
俗
的
で
あ
る
と

は
言
い
得

な

い

の
で
あ

る
。白

隠
の

『
辻
談
議
』

は
、
宝
暦
十
四
年
、
『新
談
議
』
と
と

も

に
白

む
ぐ
ら

隠
七
十
八
才
の
時
上
梓
し
た

『
仮
名
葎
』

の
な
か
の

一
篇
で
あ
る
。
こ
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二
〇

一

の
二
篇
は
、
内
容
的
に
は
、
と
く
に
関
連
は
な
き
別
箇

の
も

の
で
あ

る
。
『新
談
議
』
は
、

一
般
民
衆
に
対
し
仏
道
の
尊
い
所
以

を
説
い
た

説
示
で
あ
る
。
『辻
談
議
』
は
、
こ
れ
と
全
く
趣
き
を
異

に
し
、
は
じ

め
は
仏
道

の
尊
い
所
以
を
説
き
、
神
道
と
仏
教
と
の
関
係
を
様

々
な
例

話
を
交
え
因
果
応
報
の
恐
ろ
し
さ
を
読
み
物
風
に
書
か
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、

こ
の
続
編
と
し
て
書
か
れ
た

『辻
談
議
拾
遺
』
と
い
う
仮
名

法
語
が
あ
り
、
既
に
宝
暦
八
年

(
一
七
五
八
)
に
執
筆
さ
れ

て

い
た

こ

と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

『
白
隠
年
譜
』

に
よ
れ
ば
宝
暦
八
年

(
一
七
五
六
)、
白
隠

七
十

四
才

の
年
に
岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町
の
瑠
璃
光
寺
で
の
法
要
に
招
か
れ
、
そ

の
年
、
飛
騨
高
山
の
宗
猷
寺

へ
行
き
帰
り
し
て
い
る
と

の
記
述
が

あ

る
。
そ
の
と
き
萩
原
町
の
片
山
家
に
逗
留
し
て

『辻
談
議
』
の
続
編
と

し
て

『
辻
談
議
拾
遺
』
を
執
筆
し
て
春
楠

(正
隠
居
士
)
と

識
り
合
い
、

深
い
感
化
を
与
え
た
。
な
お
、
こ
の
時
が
白
隠
が
飛
騨
地
方
に
巡
遊
し

た
最
初
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
従
来

の
定
説
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

片
山
家
の
秘
蔵
す
る
古
文
書
の
公
開

に
よ
り
、

こ
れ
よ
り
十
年
前
、
既

に
延
亨
元
年
も
し
く
は
二
年
の
あ
る
時
期
に
同
じ
く
萩
原
町
に
立
ち
寄

っ
て
い
る

こ
と
が
、
同
町
教
育
委
員
会
の
手
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
『
辻
談
議
拾
遺
』

は
、
そ
の
古
文
書
の
な
か
の

一
つ
で
あ
る
。

白
隠
の
執
筆
し
た
仮
名
法
語
の

一
つ
で
あ
る

『
仮
名
葎
』

の
巻
の
二
と

し
て
あ
る

『辻
談
議
』
が
出
版
の
都
合
か
ら
、
そ
れ
も
費
用
等
の
関
係

か
ら
遅
れ

た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ

ち
、
白

隠

の
著
作

は
、
そ
れ
が
出
版
さ
れ
た
年
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
執
筆
さ

れ
た
年
と
同

一
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
『仮
名
葎
』
の
出
版
は
、

宝
暦
十

二
年

(
一
七
六
二
)
白
隠
七
十
八
才
の
年
で
あ
る
が
、
『辻
談
議

拾
遺
』

は
既
に
宝
暦
八
年

(
一
七
五
八
)
に
執
筆
さ

れ
て

い
る
。
従

っ

て
実
際
に
は

『
辻
談
議
』
は
、
す
で
に
書
か
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
今
後

『
辻
談
議
拾
遺
』
を
新
た
な
仮
名
法
語
と
し
て
、
著

作
に
い
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
白
隠
は
、
そ

の
頃
萩
原
で
代
々
、
医
を

業
と
し
て
い
る
片
山
家
の
初
代
春
楠

(正
隠
居
士
)
と
識

り

合

い
、
深

い
感
化
を
与
え
た
。
宗
猷
寺
の
大
会
の
年
、
片
山
家
に
滞
在
し
て

『辻

談
議
』
の
続
編
と
し
て
、
落
ち
て
い
た
た
も

の
を
拾

っ
て
書
き
加
え
て

執
筆
し
て
春
楠
に
与
え
た
こ
と
が
本
文
の
賊
文
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
は

『
白
隠
年
譜
』
に
は
な
か

っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
稿
本

は
長
ら
く
片
山
家
の
秘
蔵
す
る
と

こ
ろ
と

な

っ
て
い
た
が
、
文
政
八

年
、
四
代
目
春
楠
の
時
、
禅
昌
寺

の
荊
林
和
尚
に
よ

っ
て

「
鵠
林
禅
師

辻
談
議
拾
遺
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
本
文
は
、
同
町
教
育
委
員
会

の
手
に
よ

っ
て
解
読
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中

の

『
辻
談
議
拾
遺
』
序
文

は
解
読
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
の
読
み
下
し
文
と
そ
の
大
意
を
明

ら
か
に
し
た
。
霧
隠
隻
雪
潭
紹
瑛
と
あ
る
の
は
、
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市

伊
深
町
正
眼
寺
住
職
雪
潭
禅
師
で
あ
る
。
慶
応
三
年
に
書
か
れ
た
こ
の

文
は
、
正
眼
寺
住
職
と
し
て
最
後
の
年
で
あ

る
。
禅
昌
寺
と
の
因
縁
で

し
ば
し
ば
萩
原
町
片
山
家
を
お
と
つ
れ
て
い
た
。
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二
〇
二

四

『
辻

談

議

拾

遺

』

序

文

辻
課
議
拾
遺

序

夫
れ
真

如
聖
教
之
東
漸
す

る
事
や

日
尚
し
。
初

め
我
が
忍
土
之
教
主
四
十

九
年

、
大

小
部
乗
を
演
べ

て
不
説
之
説
。
真
俗
該

通
し
、

頓

漸

蚊

び

に

修

す
。

応
機

度
生
。
阿
含
四
有
。
般
若
八
空
。

一
百
四
十
功
徳
。
八
万
四
千
法

門
。

半
也
満
也
。
横
説
竪
説
。
之
を
大

に
す

る
と
き
宇
宙

に
弥
り
、
之
を
細

に
す
る
と
き
則
ち
毫
麓

に
摂
す
。
想
う

に
夫
れ

一
一
衆
生
を
哀
憐
す

る
の
慈

悲

心

に
出
で
ざ

る
な

し
。
之
れ

を
以

っ
て
逼
祖
白
隠
禅
師
も
亦
製
電
之
機
を

提
蜥

す
る
。
懸
河
之
緋
、
先
哲
を
祖
述

し
後
進
を
啓
迫
す

る
の
著
作
、
世

に

公
行
す

る
者

の
砂

し
と
為
さ
ず
。
所
謂
不
立

の
文

は
、
直
指
之
伝

に
し
て
而

も
此

の
挙

有

る
者

は
、
復

た
衆
生

を
憐
患
す

る
所
以

之
慈

心
な
ら
ず

や
。
師

襲
向

に
自

ず
か
ら
辻
諌
議
拾
遺

一
本
を
筆
記

し
て
正
隠
片
山
氏

に
付
与
す
。

謂

つ
可
し
、
威
鳳

一
羽
以

っ
て
其

の
全
徳
を
観

る
に
足
れ

り
と
。
片
山
氏

は

飛

騨
郡
萩

原
駅
之
人

に
し
て
医
術

を
業

と
す
。
今
、
其

の
孫
春
楠

に
到

る
ま

で
三
世
尚
お
之
を
蔵

し
て
以

っ
て
宝
重
す
。
而

し
て
師
没
後

既

に
百
有
余
年

に
垂
ん
と
す
。
此

の
故

に
春
楠

不
朽
の
之
れ
あ

ら
ざ

る
所
以
を
慮

り
、
不
朽

の
為
、
且

つ
先
孝
論
厭
之
志

を
続
け
て
諸

を
世

に
梓
行
せ
ん
と
欲
す
。
よ
り

て
余

に
嘱
し

て
其

の
梗
概
を
記

せ
し
む
。
余
不
敏

と
錐
も
但

だ
、
其

の
志

を

嘉

ぶ
。
遂

に
通
言

を
巻
首

に
冠
す
。

慶
鷹
三
年
丁
卯

二
月

霧
隠
嬰
雪
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紹
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識

侍
者

義
保

謹
書

(
大
意
)

そ
も

そ
も
普
遍
的
宗
教

で
あ

る
仏
教
が
次
第

に
東

へ
東

へ
と
伝

え
ら
れ
る

う
に
な

っ
て
既
に
久

し
く

な
る
。

は
じ
め
、

こ
の
世

の
救

い
の
教

主
で
あ

る

釈
尊
は
、

こ
の
世

に
お

い
て
入
滅

さ
れ
る
迄
、

四
十
九
年

の
あ

い
だ
、
大

乗

小
乗

に
わ
た
り
説
法
。

い
く
ら
説

い
て
も
説
き
得

ざ

る
と

こ

ろ

を

説

か

れ

た
。
真
俗
二
蹄
す
な
わ
ち
真
実

平
等

の
上
か
ら
見
た
理
、
世
俗
差
別

の
上

に

立

つ
理

に
ひ
ろ
く
ゆ
き
わ
た
り
、
頓
漸
二
教
す
な
わ

ち

一
時

の
ま
た
漸
次

の

悟
り
を
と
も

に
修
し
、
機

に
応
じ

て
衆
生
を
救

わ
れ

た
。

四
種

の
阿
含

の
教

え
。
般
若

の
八
空

の
教
え
。
百

四
十

の
功
徳
。

八
万

四
千

の
法
門
。

こ
れ

で

も
半
分

で
あ

る
が
、
そ
れ
だ
け

で
も
十

二
分

で
さ
え
あ

る
。

こ
れ

を
縦
横
自

在

に
さ
ま
ざ

ま
な
方
便

に
よ
り
、

正
し
く
説
法

さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
大
に

す
る
と
き

は
全
宇
宙

に
わ
た
り
、
こ
れ
を
細

分
す
る
時
は
実

に
微
細
な
も

の

に
お
さ
め
る
の
で
あ

る
。
思

え
ば

そ
れ
ぞ

れ

一
つ
と
し

て
衆
生
を
憐
れ
ん
で

の
大
慈
悲

心
か
ら
く

る
も

の
ぼ

か
り
で
あ
る
。

こ
れ
は
わ
れ
わ
れ

の
宗
祖
と

も

い
う
べ
き
白
隠
禅

師
も
ま
た
雷

の
光

の
ご
と
き
禅
者

の
活
機
を
親
切

に
説

き
示
し

て
い
る
。
勢

い
よ
く
流
れ
る
が
ご
と
き

よ
ど

み
の
な

い
雄
弁
を
も

っ

て
先
人

の
教
え
を
説

き
示
し
、
後
進

の
者
を
教
え
導
く
著
作
が
、

こ
の
世

に

刊
行
さ
れ
る

こ
と
は
、
そ
う
滅
多

に
な

い
こ
と

で
あ

る
。

い
わ
ゆ

る
不
立
文

字

は
、
直

々
に
の
み
伝
え
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
試

み
は
衆
生

を
憐
れ

ん
で
の
慈
悲

心
か
ら
く

る
も

の
に
ほ

か
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
白
隠

禅
師

は
、

こ
の
た
び
自
ら
辻
談
議
拾

遺
を

一
冊
著
述
さ
れ
、
片
山
家

の
初
代
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白
隠

の
仮

名
法
語

に

つ
い
て

(荒

川
)

二
〇
三

春
楠

(
正
隠
居
士
)

に
授
け
ら
れ
た
。
そ

の
全
徳
た
る
や
ま
さ
し
く
威
厳

の

あ

る

一
羽

の
鳳

の
ご
と
き

で
あ
る
。
片
山
氏
は
飛

騨
郡
萩
原
駅

の
人
に
し
て

医
術
を
業
と
し

て
い
た
。
今
や
、
そ

の
孫
春
楠

に
い
た
る
ま
で
三
代

の
間
引

き
続
き

こ
れ
を
蔵

し
て
大
切

に
し

て
い
た
が
、
白
隠
禅

師
が
亡
く

な
ら
れ
て

は
や
百
余
年

に
な
る
。

こ
の
故

に
春
楠
は
、
単

に
、

い

つ
ま
で
も

そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と

い
う
不
朽
と

い
う
も

の
が
必
ず

し
も
不

朽
と

い
う

も
の
と
は

な
ら
な

い
わ
け
を
考
慮
し

て
、

か
つ
ま
た
亡
父
の
抱

い
て

い
た
こ
れ
を
子
孫

に
遺

し
た
い
と

い
う
志

を
継

い
で
、

こ
れ
を
世

に
出
版

し
よ
う
と
決

心
し
た

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
で
私

に
そ

の
あ

ら
ま
し
を
書
く

よ
う
薦

め
ら

れ
た
。
私

は
馬
決

し
て
器
用
な

こ
と
が

で
き
な

い
の
で
あ

る
が
、

不
肖
な
が

ら
、

そ
の
志

に
た
だ
喜

び
、
遂
に
、
通
り

一
遍

の
言
葉

し
か
書
け

な

い
が

、

こ
の
書

の
巻
頭

文
を
書
く

に
い
た

っ
た

の
で
あ

る
。
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卯
二
月
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み
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拾
遺
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(
正
眼
短

期
大
学
教
授

)
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